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を学ぶ機会があって、この言語が、さまざまな言語の特徴を取り入れていること
に気がっいた。今は言語理論の立場から、この言語のもつ性質に興味がある。エ
スペラントを学ぼうとする人には、色々な動機があると思われる。世界旅行をし
ようという、実践的な目的をもっている人もいるだろう。外国の人と文通をした
り、話をしたりしたいという人もいるだろう。それはそれでもよいが、ザメンホ
フのもっていた理想も、どこか心の隅においていてほしいと、思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口厳教養部・ロシア語
　Mi　lem圭s　Esperantonラkiam　mi　estis　en　altlemejo．Tiam　mi　pensis　la並mia
scio　pri　la　angla　lingvo，ke　Esperanto　estas　latinida　lingvo．Sed　poste　mi
havis§ancon　studi（1iversajn　hngvojn，kaj　mi　rimarld寧，ke　la　lingvo　alprenis
㎞akterojn　de　pl司diversaj　lingvoj．Nun　mi　interesigas　pri王a　eco　de　ei　tiu
lingvodelavidpmktodehngvateorio．Mipensas，keonieklemas　Esperanton
pro　diversaj　motivoj．Eble　iu　havas　prakti琴an　celon，ke　li　vojagu　tralamondo。
Eble　iu　deziras　a亘korespondi　a丘paroli　kun　alilandaj　homoj．Tio　ja　estas
bona，sed　mi　volas，ke　la　lemantoj　memom　la　idealon　de　Zamenhof　ee　en　l哉
angulodesiakoro．
　　　　　　　　　　　　　　　YAMAGucHI　Iwao，pro£pri　la　rusa　lingvo
　　　　　　　　　（el　la　japana　originalo　tr乱dukita　de　OosHIDA　Takeshi）
「教養部支部ニュース」特別号1991年。
　　　　　　　『“実りある教養部改革，，を求めて』を読んで
　この度標記のような文書が支部委員会から発表された。一読してさまざまな感
懐が期せずして横溢するのを禁じ得なかった。折しも支部の要請もあり、一文を
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草する所以である。
　ここに述べられているように、いわゆる教養部の改善は、1974年、当時の溝川
部長の時に提案され、教授会で承認されて、そのための委員会が組織された。そ
の時をおよそ十年遡る大学紛争の時に、教養部は特に烈しい紛争の場となり、施
設の破壊にも著しいものがあった。もとより紛争は全国的、全学的なものであっ
たが、京大において特に教養部が主要な舞台になったについては、いくつかの原
因が考えられた。その一つは当時の学生がしばしば口にしていた教養課程が面白
くない、ということである。これは実は必ずしも当を得たものではなく、学生の
単なる思い込みであった面も、多かったと思われる。教養部には現在までも、優
秀な人材が蝟集しており、講義もそれぞれに工夫されていたと思われるからであ
る。私の親しく見聞した限りでも、たとえば独創的な学説を展開していることで
知られている、ある教官の試験で、まさに講義に直接関連する学部に所属する学
生が、不勉強で答案を書けなかったためかも知れないが、「私は本当の勉強をす
るために大学に入ったのであって、こんな授業を受けるために入ったわけではな
い」と書いてあるのがみられた。これはおそらく氷山の一角であろうと思われる。
このような学生の無知を笑うことは容易であろうが、このような思い込みが生じ
るのは、教養部が一般教育の名のもとに、前期二年に押し込まれ、教育のみをこ
ととするように規定されていることによって、教養課程はより高次の専門課程の
ための予備教育であると見倣す風潮が存在していたためであろうと思われる。他
面、この制度は、具体的な条件によるが、教官からそれぞれの専門の講義を行な
う可能性を奪い、また対象が前期二年の学生であること、予算の格差などによっ
て、人的物的に研究の意敏を持続することが困難な状況をもたらしていたことも
否めない事実である。
　思惑はさまざまであったろうが、このような諸事情から教養部のあり方にっい
てある危機感を持っ人々も、確かに存在していた。教養部改善の動きがでてきた
のは、このような状況のもとであったと思われる。もちろんそこには筑波大学に
象徴されるような、大学の改編についての、政府の一定の意図がなかったとはい
いきれない。これに対応する形で当時組合の大学部は、教研集会その他で、r国
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民のための大学作り」を標榜していた。
　たまたま当時私は支部長をひきうけていたが、教養部改善が教授会で決められ
ることになるというので、支部委員会の中に検討委員会を設け、この問題につい
ての支部の態度を検討することになった。これに参加したのは、支部委員のメン
バーだけではなく、事務官の主だった人もいたと記憶している。結構寒いボック
スで、何回も会合を持った。その結果が、今回の支部ニュースに再録されたもの
である。その後の支部の活動は、この方針をどう具体化するかということに向け
られた。第一項の「民主的な討論と協力」を保障するという方針の具体化として
取り組まれたのは、いわゆる「教官懇談会」の開催と、その内容を周知させるた
めのニュースの発行であった。その趣旨からこのニュースは組合員、非組合員を
問わずに配布され、さまざまなレヴェルの議論に役立ててもらった。この発行は
ワープロもまだない時代のこととて、清書やイラスト、印刷など、数多くの人々
の協力を仰ぐ結果になった。しかし一方事務官や技官の問題についてはこれに相
当する活動は行なわれず、弱さがあったことを認めなければならない。
　本年人間・環境研究科の第一専攻が発足し、来年は第二専攻も設けられる由で
ある。きけば念願の学部化も認められそうだということである。衝に当たられる
関係者の御苦労も察せられるが、これらについては、発足しても残される問題、
あらたに生じる問題など、多くの困難があると予想される。このような時にこそ、
的確な問題の所在の指摘と、その解決の道についての、支部の先見性が問われる
ことになるのではなかろうか。一組合員の感想である。
